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Mycosis fungoides
丸 山 清 　 長 内 剛
松本歯科大学　歯科放射線講座（主任　丸Ll」清教授）
　Elycosis　　fungoides　、（’tt：1犬息肉痘1）　iよ，　現有三
cutaneous　T　cell　lymphomaとしてmalignant
lyniphoniaのうち皮膚に発生するリンパ腫であ
る．臨床的には，　・般に3期に分類される．
al紅斑期・湿疹様期．湿潤性でない一見脂漏性
湿疹様の人小の紅斑を多発し，掻痒感を伴なう病
変が数ケ月より数年に及ぶ。
b’｝扁’ド浸潤期．ついで紅斑は扁平に隆起し肥厚
した浸潤性紅斑局面を多発する．
c）腫瘍期．浸潤性紅斑が結節～腫瘍となり腫瘍
ぱさらに増大し，72二いに融合し，又潰瘍もつくる．
　さらに進展するとリンパ節が浸潤し，‖市，肝，
脾，その他が侵され，悪液質あるいは感染症で死
亡する．前腫瘍期は数年～10数年，腫瘍期以降は
数年の経過で．比較的長い経過をとる．悪性リン
パ腫と同様，放射線高感受性で，局所の制御は
10　一・　20Gyで可能であるが時には30　Gy以上必要
とする例もある．・1Gy＝100　rad）
　治療法として，腫瘍が皮膚のみに限局して内臓
に侵襲のない場合は未だ免疫能が保持されている
ので．化学療法↓特にステ・イド）を行なわない
方が予後が良い．一般に放射線による局所療法が
行なわれて比較的良好な経過を示している．図1
は，腫瘍期の症例で頬部に境界鮮明，弾性軟の大
きな腫瘤が発現，図2の如く約800radの照射に
て消失した症例である．この症例の照射後の頬部
は図の如く青味がかっており，一．一般に放射線治療
後の赤褐色の色素沈着とは異なり特異な色素沈着
である．
　この男性は，その後悪液質で死亡している．
　図3．4は60　2’の女性の菌状息肉症で紅斑，浸
潤，腫瘍の3期が混在して、図4の如く潰瘍も形
図1：腫瘍期の頬部腫瘤
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成している．この潰瘍も放射線治療により治癒す
る．円形のマークは放射線（電子線）の照射部位
を示している．
図2：800rad放射線照射後腫痴消失
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図3：症例2　右上腕の腫瘤と紅斑
図41症例2　腫瘍期で潰瘍形成部位
